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内容の要旨および審査の結果の要旨
胃切除後の食道癌が下部食道に多いことと，食道腺癌の前癌病変とされているBarrett食道の発生には，
胃液や十二指腸液の逆流が関与すると推測されている。そこで，胃十二指腸液逆流が食道癌を発生させる
か否かを検索する目的で，実験を行った。
すなわち，ウィスター系雄性ラットに，十二指腸液が吻合口より直接前胃に流入する経吻合口逆流手術
(第１群，ｎ＝11)，腺胃を経由して前胃に逆流する経腺胃逆流手術（第２群，、＝18)，単開腹手術（第３
群，、＝22）を行った。これらの動物を発癌剤を投与せずに飼育し，５０週後に犠牲死させ，病理組織学的
に検討した。得られた成績を要約すると，
１．対照の第３群には，病理組織学的変化は認められなかった。
２．食道扁平上皮癌は第１群にのみ２／1１（18％）の頻度で発生した。前胃扁平上皮癌は第１群，第２群
の順で１／1１（９％)，３／1８（17％）の頻度で出現した。まとめると，扁平上皮癌の発生率は第１群
は３/'1１（27％)，第２群は３／1８（17％）であり，第３群に比べ，ともに有意（p＜0.05）に高かった。
しかし，第１．２群間には有意差はなかった。
３．dysplasiaは第１群に８／1１（73％)，第２群に10／1８（59％）の頻度で発生し，第３群に比べ，と
もに有意（p＜0001）に高かった。
４．第１群，第２群には再生肥厚，過形成など慢性逆流性食道炎に相当する病変が高率に出現した。
５．第１群には，食道の円柱上皮化生と前胃の粘液腺癌が同一例に発生した。
以上から，胃十二指腸液の逆流は，逆流性食道炎のみならず，扁平上皮癌と腺癌を発生させることが示
され，食道発癌に対してpromotorのみならずinitiatorとしても重要な因子であることが示された。第
１群は十二指腸液が直接に，第２群は胃液と混和されて扁平上皮領域に流入することを想定して作成され
たが，両群間に差は認められなかった。発癌作用を有するのは胃液であるのか，十二指腸液であるのか，
あるいは両者の混合液であるのかは今回の実験では明らかにはできず，今後の問題である。
本研究は食道癌の発生において，胃十二指腸液の逆流が関与することを示した点で重要であり，今後臨
床的には，胃切除後に残胃および食道内への逆流の少ない再建方法を採用されるべきこと，また逆流性食
道炎を有する患者に対しては厳重な経過観察を要することを示唆し，消化器外科学に寄与する労作と考え
られた。
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